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開催期間 2021年9月27日～10月8日

2021年9月27日 | 開会
• Opening Keynotes
• The IFC 4.3 Standard
• Sustaining our Society
• Achieving Organizational Objectives with Asset Management

2021年9月28日 | 基調講演
• openBIM Marketplace 
• Gold and Silver sponsor keynotes
• Program Activities

2021年9月29日 | スポンサーセッション
• JCC roundtable
• Oracle roundtable
• ACCA roundtable
• Bexel roundtable
• Autodesk roundtable

2021年9月30日～10月7日│分科会セッション

2021年10月8日 | 閉会
• Closing Plenary 

サミット概要

Opening Keynotes

Closing Plenary 
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2021年10月5日 | 分科会セッション
• Infrastructure Room Session 5

openBIM in Infrastructure from an owner’s perspective 

2021年10月6日 | 分科会セッション
• Infrastructure Room Session 3b

IfcTunnel project Expert Panel #2 (tunnelling objects and properties) 

2021年10月7日 | 分科会セッション

2021年9月30日 | 分科会セッション
• Infrastructure Room Session 1 

Welcome, Roadmap Workshops and Summit program outline

2021年10月1日 | 分科会セッション
• Infrastructure Room Session 2

Panel session on IFC 4.3 - a software vendors perspective. Led by Marek 
Suchocki. 

2021年10月4日 |分科会セッション
• Infrastructure Room Session 3

IfcTunnel project update 
• Railway Room Session 1

IFC Rail Overview
• Infrastructure Room Session 3a

IfcTunnel project Expert Panel #1 (advanced geometries) 
• Infrastructure Room Session 4

Project Update - IFC Ports and Waterways
• Railway Room Session 2

Storylines Implementation and IFC Implementation/ Psets. 

サミット概要
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参加者統計



bSI 各国支部と企業メンバー
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Infrastructure Room



IFCのバージョンとインフラ/鉄道プロジェクトの関係
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（参考）IFCとISO16739の関係

62021/11/16

現在の国際標準としてのIFC

廃版

開発中
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IFC4.3の国際標準化の流れ
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インフラ分科会の運営体制
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インフラ関連セッション概要



インフラルームの全体状況の報告

Infrastructure Room Session 1 
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インフラルームの運営委員会のメンバーについて、個々の経歴と全体構成の紹介
を行い、IFC4.3以降のインフラルームの活動について、ロードマップ、他の標準
化団体との関係等について構想を示した。
• 運営委員会は女性40名、男性60名でバランスが非常に良く、また、コンサル

タント、学術教育、ゼネコン、インフラ所有者、ソフトウェアベンダーがおり、
デジタル建設業界を広く代表していると言える。

• ロードマップは、インフラルームの目標を達成するための道筋を計画し、その
道筋に沿って最新の情報を提供し、業界からのフィードバックや方向性に耳を
傾け計画に反映させるためにある。

• 将来のIFC等の標準開発をBIMユーザーからの要求に合わせたい。ワーク
ショップを開催し、コンサル、ゼネコン、ソフトウェアベンダー、インフラ所
有者などの意見を聞くワークショップを開催する。

• CEN、ISOおよびOGC等の他の規格化団体との継続的な協力や作業を行ってい
る。特に、情報の多くは地理空間と関係し、GISとの連携が非常に重要である
ため、OGCとの連携はオープンスタンダードをサポートするために必要不可
欠である。

• IFC5の開発はテクニカルルームと協力していく。

インフラルームの活動状況等の報告

Welcome, Roadmap Workshops and Summit program outline
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Infrastructure Room Session 2
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Marek Suchocki氏（Autodesk）の進行により、Michelangelo Cianciulli氏
（ACCA）、Peter Bonsma氏（RDF）、Lee Gregory氏（12d Solutions）、
Sergey Muhic氏（Siemens）、Angel Velez氏（Autodesk）により各ソフトウェ
アのIFC4.3への対応状況等について意見交換が行われた。
• IFC4.3は、ソフトウェアベンダーによる実装テストを同時に行い、この結果が

標準に大きな影響を与えている。問題にいち早く対処することにより、安定し
た実装が可能となった。

• 鉄道プロジェクトの成果は、鉄道事業者が管理したい情報に基づいた要求に対
応できることが、ストーリーライン等のテストを通じて証明されている。

• ジオリファレンスが非常に重要である。IFCでジオリファレンスの表現は可能
だが、現時点でソフトウェアによる制限があるかもしれない。

• IFC4.3では線形について十分議論し、土木で必要な情報は得られるようになっ
たと考えている。しかし、IFCの線形を異なるソフトウェア間で編集すること
はできない。これはソフトウェアにより線形を生成する方法が異なるためであ
る。これは、線形に限らずTINでも同じである。

• IFCはすべての問題を解決する魔法の弾丸ではない。データ交換の前に、コア
となるネイティブソフトウェアが技術的な準備をする必要がある。

IFC4.3についてソフトウェアベンダーの視点で意見交換

Panel session on IFC 4.3 - a software vendors perspective
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Infrastructure Room Session 3
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IFCトンネルプロジェクトの進行状況を報告のセッション、「幾何要素」に関す
るエキスパートパネル、「トンネルのオブジェクトとプロパティ」に関するエキ
スパートパネルを開催した。
• IFCトンネルプロジェクトは、スケジュール、予算ともに順調に進んでいる。
• ISO16739のプロセスに含まれるかは未定。来年の第1四半期にはプロジェクト

の完成を見込んでいるが、ISO16739に含めるだけの安定性の検証等を行う必
要もあり、bSIテクニカルディレクターとも協議する。

• 地盤は、観察と事実に基づいたデータに基づく解釈モデルとして、地下構造物
の寸法決定に提供される一方、地中の状況が確実には分からない「不確実性」
という概念を含んでいる。これを表現する一つの手法として、IFCでボクセル
モデルの記述するための検討を進めている。

• トンネル拡幅部の幾何要素の表現を可能にするため「Guided Sweep」という
手法をIFCに取り入れる検討を進めている。

• システム、掘削・支保・覆工、地盤、空間構造、幾何要素、地理情報のドメイ
ンについて、オブジェクトとプロパティセットを含むUMLモデルレポートを
準備している。

IFCトンネルプロジェクトの進行状況等の報告

IfcTunnel project update、IfcTunnel project Expert Panel #1 (advanced geometries) 、IfcTunnel project Expert Panel #2 (tunnelling objects and properties) 
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Infrastructure Room Session 4
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港湾・水路プロジェクトの終了報告と成果物の公表、および時期プロジェクトの
計画および対象範囲について説明した。
• 港湾・水路プロジェクトに関するレポートのドラフト版を10月15日から2週間

で検証し、11月5日最終版を完成させる。11月中に運営委員会に提出する。
• 次期プロジェクトは、2021年の第4四半期の終わりに開始し、2年から2年半を

予定している。対象範囲は、沿岸保護、侵食保護、洪水対策、洋上発電、ダム
および堰等に広げることを検討している。

• プロジェクトは、Phase1で要件分析、タクソノミー、Phase2でスキーマ拡張、
Phase3でMVD、ソフトウェア実装を計画している。アジャイル開発の手法を
導入し、より効率的、効果的な運営を行う。

• IFC4.xに基づく作業と、IFC vNextと呼ばれる次世代版を見据えた作業を並列
して行う。

港湾・水路プロジェクトの終了報告と次期プロジェクトの説明

Project Update - IFC Ports and Waterways

2021/11/16 国際土木委員会



Infrastructure Room Session 5
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フィンランド、スペイン、スウェーデンからオーナー視点でのopenBIMの利用に
について、プロジェクトを事例等を用いて説明した。
• Finnish Infrastructure Transport Agencyは、高速4号線 Kirri-Tikkakokski 改

良プロジェクトにおいて、McKinsey Global Instituteが示す7つの方式に則り、
完成払方式から出来高部分払方式に変更しプロジェクトの品質を向上した。

• Ferrovial Constructionは、英国のシルバータウントンネルプロジェクト、チ
リのRuta del Loaプロジェクトにおいて、段階ごとに情報を伝達する従来手法
から、CDEによるデジタルモデルを用いた手法に移行しプロジェクトのすべて
の情報の統合を図っている。IFCを使用して複数のソフトウェア間のデータを
つなげ、POWER QUERY、POWER BIなどのツールで情報を活用している。

• Swedish Transport Administrationは、情報サイロを解消するためISO19650
とISO55000により情報管理と資産管理を結びつけ、効率的な資産管理を可能
にするために情報を主体とした管理方法を用いている。そのためには関係者の
マインドセットを変える必要があり、人と知識への投資が重要であある、また、
IFCを共通項とする様々な規格を組み合わせるため、プロジェクトの情報管理
の標準化とワークフローをサポートするガイドライン等の作成が必要である。

オーナー視点からのインフラ分野におけるopenBIMの利用

openBIM in Infrastructure from an owner’s perspective 
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Railway Room Session 1
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IFC Railプロジェクトで行った作業、成果物について、また、今後の鉄道ルーム
の活動に関する方針等について説明した。
• IFC Railのデータモデルは、主に中国とヨーロッパの鉄道会社を集中に検討し、

成果物を取りまとめた。
• IFC Railは鉄道会社のビジネス要件に基づくストリーラインに基づいて、ソフ

トウェアで機能するようにテストしている。
• 鉄道ルームは次の課題として、ソフトウェアにIFC4.3に対応した機能を実装す

ることと、同時並行で実施される複数のプロジェクトに対応できるよう運営体
制の再編成に取り組む。

• 鉄道会社が業務プロセス、資産管理等をデジタルでコントロールできるように
するため、業界の要求をより具体化するための10の重点分野を選定しロード
マップとして作成している。ロードマップの具体化が次の運営委員会の最初の
仕事になる。

IFC Railのまとめと鉄道ルームの今後の活動について説明

IFC Rail Overview

2021/11/16 国際土木委員会



Railway Room Session 2
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IFC4.3のソフトウェア実装テストは、bSIの標準化プロセスに従い2020年の初め
に開始し、ソフトウェアベンダーによるユニットテスト、鉄道事業者が作成した
ユースケースによるテストを行った。
• ソフトウェア実装テストには、16の国から10の鉄道事業者、28のソフトウェ

アベンダーが参加した。
• 相互に影響し合う規格の実装と規格の更新を平行して進める必要があった。線

形を表すクラスの構成、緩和曲線の表現、カントの表現、ステーションの表現、
カントを考慮したSweepの表現、鉄道の空間構成等の多くの複雑な問題が議
論された。

• ユースケースは国や鉄道事業者によって考え方が異なるため、まず6つのユー
スケースを定義し、共通の考え方を示した。次に、鉄道事業者がそれぞれの事
業で何をしたいのかユースケースに対するテスト方法を定義した。

IFC Railプロジェクトのソフトウエア実装テストについて説明

Storylines Implementation and IFC Implementation/ Psets. 

2021/11/16 国際土木委員会



bSIサミットのまとめ
• bSIは、IFC4.3を2023年2月にISO16739として公表する予定をしている。

• インフラルームは、IFC4.3以降の活動を様々な方法で検討している。

• 鉄道ルームは、複数のプロジェクトに対応できるよう運営体制の変更を行う。

• トンネルプロジェクトの成果がどの時点のIFCに含まれるかは未定。

• 次回サミットは2022年3月28日～30日に開催予定している。従来のサミットかバーチャルサミットかは
状況による。
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御覧いただきありがとうございました

国際土木委員会
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